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す
で
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、

千
葉
県
東
庄
町
に
あ
る
知
的
障

害
の
あ
る
人
た
ち
の
入
所
施
設

「
北
総
育
成
園
」
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
が

発
生
し
ま
し
た
。

「
北
総
育
成
園
」
は
、
利
用

者
が
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
70

人
。
全
員
が
個
室
で
の
生
活
で
、

支
援
の
職
員
は
67
人
で
す
。

少
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
医
師
が
、

限
ら
れ
た
物
資
で
、
感
染
の
危

険
と
背
中
合
わ
せ
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
に
医
療
と
ケ
ア
を
担
っ

て
い
る
の
か
、
こ
の
神
奈
川
施

保
連
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
そ
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
発
生
状
況
】

発
端
は
３
月
27
日
の
朝
だ
っ

た
。
入
所
者
６
人
が
突
然
熱
を

出
し
た
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
時
期

で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
」
「
北

総
育
成
園
」
の
白
樫
久
子
副
園

長
は
不
安
を
覚
え
た
。

急
遽
、
全
入
所
者
の
体
温
を

測
っ
た
と
こ
ろ
10
数
人
が
発
熱

し
て
い
た
。

そ
の
日
の
夕
方
、
数
日
前
か

ら
発
熱
で
休
ん
で
い
た
調
理
担

当
の
女
性
か
ら
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
で
し
た
。

入
院
し
ま
す
」
と
い
う
涙
声
で

の
電
話
が
あ
っ
た
。

翌
28
日
、
症
状
の
あ
る
利
用

者
・
全
職
員
の
計
92
人
を
保
健

所
が
検
査
。
夜
そ
の
結
果
が
フ
ァ

ク
ス
で
届
き
、
何
ん
と
陽
性
57

人
。
・
・
・
・
。

そ
の
結
果
、
入
所
者
は
26
人

が
感
染
、
う
ち
重
症
化
の
恐
れ

が
あ
る
４
人
が
入
院
。
ま
た
、

職
員
は
32
人
が
感
染
し
、
入
院

や
自
宅
待
機
に
な
っ
た
。

感
染
症
対
策
は
、
毎
日
朝
・

晩
手
す
り
や
ド
ア
ノ
ブ
を
消
毒

し
、
２
月
か
ら
は
利
用
者
の
外

泊
や
家
族
と
の
面
会
は
、
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
・
・
・
・
。

【
発
生
後
と
っ
た
対
応
】

①
一
階
の
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
３

時
間
か
け
て
消
毒
し
、
支
援
対

策
本
部
を
設
け
た
。

②
２
階
の
食
堂
は
、
防
護
服
の

着
替
え
な
ど
を
す
る
「
セ
ミ
ク

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
」
と
し
た
。

③
ウ
イ
ル
ス
が
飛
散
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
居
住
エ
リ
ア
は

「
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
」
と
し
、
そ

こ
と
の
境
に
は
、
入
所
者
の
出

入
り
を
防
ぐ
た
め
、
か
ら
の
ご

み
箱
を
積
み
重
ね
た
、
高
さ
約

１
メ
ー
ト
ル
の
「
バ
リ
ケ
ー
ド
」

を
設
置
し
た
。

④
医
師
・
看
護
師
・
職
員
ら
は

24
時
間
体
制
で
対
応
し
た
。
感

染
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
も

含
め
、
利
用
者
の
僅
か
な
変
化

に
も
神
経
を
と
が
ら
せ
た
。

つ
ば
を
飲
み
込
む
と
き
の
喉

仏
の
動
き
が
普
段
と
違
わ
な
い

か
、
声
が
か
れ
て
い
な
い
か
、

食
べ
る
パ
ン
の
数
が
何
時
も
よ

り
減
っ
て
い
な
い
か
・
・
・
・
。

⑤
職
員
は
陰
性
で
も
、
ク
ラ
ス

タ
ー
発
覚
前
に
感
染
者
と
接
触

が
あ
っ
た
と
考
え
、
「
ク
リ
ー

ン
ゾ
ー
ン
」
へ
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し
た
。

対
策
本
部
会
議
で
は
、
職
員

は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

「
セ
ミ
ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
」
の

廊
下
の
椅
子
に
座
っ
て
参
加
し

た【
感
染
経
路
は
依
然
不
明
】

最
初
の
感
染
確
認
か
ら
三
週

間
た
っ
た
４
月
19
日
、
感
染
し

て
い
た
利
用
者
約
40
人
を
、
改

め
て
検
査
し
た
と
こ
ろ
22
名
が

陰
性
だ
っ
た
。

発
熱
の
あ
る
利
用
者
は
数
人

い
る
が
、
い
ず
れ
も
容
態
は
安

定
し
て
い
る
。

調
理
担
当
の
女
性
職
員
の
感

染
が
発
覚
す
る
前
に
も
発
熱
者

が
複
数
い
る
が
、
感
染
経
路
は

依
然
わ
か
っ
て
い
な
い
。

21
日
に
は
医
師
の
常
駐
を
解

除
。
４
・
５
人
で
対
応
し
て
い

た
看
護
師
も
１
名
減
ら
し
、
体

制
を
縮
小
し
て
い
る
。

４
月
26
日
現
在
施
設
関
係
の

感
染
者
は
、
利
用
者
54
人
・
職

員
40
人
・
職
員
家
族
ら
27
人
・

合
計
１
２
１
人
で
あ
る

千
葉
東
庄
町
の
【
北
総
育
成
園
】
の
状
況
と
対
応
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【
感
染
後
の
推
移
は
こ
う
な
る
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
推
移
を
た
ど
り
、
回
復
率

は
ど
の
程
度
な
の
か
を
、
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
誌
の
記
事
を
参

考
に
図
示
し
ま
す
と
、
左
記

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
感
染
予
防
の
た
め
必
要
な
こ
と
】

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
分

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
再
度
専
門
家
の
ご
意
見

を
整
理
し
ま
す
と
、
次
の
と

お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
し
て
、
東
京
の
あ
る
大
学

病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
さ

ん
か
ら
、
経
験
に
も
と
づ
く

ア
ド
バ
イ
ス
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
参
考
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ま
ず
大
事
な
こ
と
は
】

漠
然
と
怖
が
る
の
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
適

切
に
怖
が
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

空
気
伝
染
で
は
な
く
、
接
触
・

飛
沫
・
人
の
し
ゃ
べ
る
ツ
バ

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
双

方
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
れ
ば
、

基
本
的
に
は
感
染
し
ま
せ
ん

【
症
状
の
特
徴
は
】

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
症
状

は
、
７
日
か
ら
10
日
で
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
特
徴

は
、

①
最
初
に
倦
怠
感
が
顕
著
に

出
る
。

②
頭
痛
は
殆
ど
の
人
に
出
現
。

③
下
痢
（
回
数
は
多
く
な
い
）

も
多
い
。

④
途
中
か
ら
味
覚
・
嗅
覚
が

ま
っ
た
く
な
く
な
る
人
が
半

分
ぐ
ら
い
い
る
。

⑤
発
熱
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
。

★
軽
症
：
微
熱
が
ダ
ラ
ダ
ラ

続
く
。

★
中
症
：
39
度
台
ぐ
ら
い
ま

で
上
が
る

★
重
症
：
38
度
以
上
が
ず
っ

と
続
く

特
徴
は
、
７
日
目
ぐ
ら
い

に
一
旦
収
ま
っ
て
も
ま
た
ぐ

ん
ぐ
ん
出
る
。

⑥
せ
き
や
痰
は
あ
ま
り
多
く

な
い
。

⑦
若
く
て
も
息
切
れ
が
出
て

く
る
。

⑧
ぜ
ん
そ
く
・
喫
煙
歴
・
糖

尿
病
が
あ
る
と
重
篤
化
し
や

す
い
。

⑨
肺
炎
像
は
両
肺
に
淡
い
影

が
は
っ
き
り
出
る
。

【
現
在
の
治
療
法
は
】

抗
生
物
質
は
ま
ず
効
か
な

い
の
で
、
対
症
療
法
の
み
。

当
院
で
の
投
薬
は
、

①
発
熱
・
頭
痛
：
カ
ロ
ナ
ー

ル
（4

0
0

～5
0
0
m
g
.

を
３
回
ま

で
）
。

②
咳
：
デ
キ
ス
ト
ロ
メ
ト
ロ
フ
ァ

ン
臭
化
水
素
酸
塩
水
和
物
。

③
痰
：
カ
ル
ボ
シ
ス
テ
イ
ン

④
下
痢
：
整
腸
剤
。

【
感
染
す
る
場
所
・
人
は
】

①
居
酒
屋
や
外
食
店
（
ホ
ー

ル
ス
タ
ッ
フ
の
手
が
危
な
い
）
。

②
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
系
の
人
。

③
陽
性
が
出
た
家
族
（
ほ
ぼ

全
員
が
陽
性
）
。

④
孫
が
祖
父
・
祖
母
宅
に
遊

び
に
行
っ
て
濃
厚
接
触
を
す

る
。

⑤
病
院
関
係
の
ク
ラ
ス
タ
ー

と
そ
の
家
族
や
、
そ
れ
ら
の

人
と
接
触
し
た
人
。

【
私
が
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
】

①
口
か
ら
入
る
の
が
一
番
感

染
す
る
の
で
、
食
べ
る
前
ド

ア
ノ
ブ
な
ど
ど
こ
も
触
ら
な

い
状
態
に
し
て
か
ら
、
爪
や

指
と
指
の
間
ま
で
し
っ
か
り

洗
う
。
こ
れ
に
つ
き
ま
す
。

②
一
日
８
時
間
睡
眠
を
と
る
。

③
現
金
は
一
切
触
ら
ず
、
す

べ
て
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
。

以
上

看
護
師
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

感
染
後
の
推
移
と
感
染
予
防
に
つ
い
て



社
会
福
祉
法
人
で
あ
い
の
会
「
ソ

イ
ル
栄
」
は
平
成
年
18
年
５
月
に
横

浜
市
栄
区
笠
間
３
丁
目
10
番
地
７
号

に
障
害
者
支
援
施
設
と
し
て
、
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ソ

イ
ル
栄
の
名
称
で
す
が
、
「S

o
i
l

」
はS

o
u
l

O
f

I
n
d
e
p
e
n
d
e
n

t
L
i
v
i
n
g

英
名
詞
で
「
土
・
土

地
・
国
・
生
育
地
」
等
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。

障
害
を
持
つ
仲
間
が
横
浜
市

栄
区
笠
間
の
地
で
自
立
し
て
技

と
精
神
を
育
み
、
一
人
一
人
が

自
分
ら
し
い
生
活
を
目
指
し
て

巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
命

名
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

定
員
は
、
入
所
50
名
、
短
期
10

名
の
入
所
施
設
で
す
。

又
、
同
一
敷
地
内
に
は
社
会

福
祉
法
人
同
愛
会
「
リ
エ
ゾ
ン

笠
間
」
が
あ
り
ま
す
。

ソ
イ
ル
栄
保
護
者
会
は
、
平

成
18
年
１
０
月
に
開
設
し
、
２
ヶ

月
ご
と
に
役
員
会
・
保
護
者
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

施
設
の
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
会
へ
の
出
席
率
は
平
均
で
約

70
％
位
で
す
。

施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
仕
事

自
家
焙
煎
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
喫
茶
、

パ
ン
の
製
造
・
製
菓
及
び
販
売
、
作

業
班
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
、

近
隣
に
あ
る
畑
の

作
業
が
あ
り
、
分

担
し
毎
日
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
の
行
事

８
月
に
夏
祭
り

（
盆
踊
り
大
会
）

の
実
施
。

近
隣
の
方
々
が

多
く
参
加
が
あ
り

ま
す
。
「
か
さ
ま

の
杜
保
育
園
」
の

園
児
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
。

近
隣
の
中
学
校

ダ
ン
ス
部
の
学
生

さ
ん
に
よ
る
楽
し

い
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、
及
び
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
等
が
あ
り
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
利
用

者
も
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

最
後
は
慣
例
に
な
っ
て
い
る
盆
踊

り
で
締
め
く
く
り
で
す
。
「
リ
エ
ゾ

ン
笠
間
」
の
方
々
も
、
ゆ
か
た
に
着

替
え
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

模
擬
店
も
沢
山
、
利
用
者
の
方
々
も

好
き
な
も
の
を
買
い
テ
ー
ブ
ル
で
食

べ
て
お
り
ま
す
。

11
月
に
は
、
利
用
者
・
支
援
員
さ
ん

と
の
旅
行
会
を
一
泊
で
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
は
、
箱
根
に
行
き
ま
し
た
。

台
風
19

号
の
後

で
心
配
し
ま
し

た
が
、
無
事
に

旅
行
会
が
で
き

た
と
の
報
告
を

聞
き
ホ
ッ
ト
し

た
思
い
で
す
。

皆
、
楽
し
み

に
し
て
い
る
旅

行
で
、
施
設
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
行
く
方
と
、

電
車
で
行
く
方

と
２
班
に
分
か

れ
て
行
き
ま
し

た
。12

月
に
は
、

保
護
者
、
利
用

者
、
支
援
員
さ
ん
と
共
に
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
に
、
支
援
員
・
利
用
者
・

家
族
と
配
置
さ
れ
、
一
緒
に
食
事
を

と
り
、
施
設
内
で
の
日
常
生
活
の
お

話
し
を
聞
く
、
家
族
の
要
望
も
聞
い

て
も
ら
え
る
時
間
で
あ
り
、
家
族
に

と
っ
て
も
、
大
変
有
意
義
な
会
で
、

毎
年
続
け
て
お
り
ま
す
。

支
援
員
と
家
族
が
直
接
、
話
し
が

で
き
る
唯
一
の
会
で
す
。

保
護
者
会
の
課
題
と
し
て
、
今
後
、

保
護
者
会
を
ど
の
様
に
維
持
し
て
い

く
の
か
考
慮
し
て
い
ま
す
。

以
上
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リ
レ
ー
投
稿

障
害
者
支
援
施
設[

ソ
イ
ル
栄]

を
紹
介
し
ま
す

ソ
イ
ル
栄
保
護
者
会

山
本

武

（3）



食
の
祭
典

令
和
元
年
12
月
14
日
（
土
）

に
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
て
い

る
九
州
ラ
ー
メ
ン
党
の
党
首

濱
田
龍
郎
様
初
め
大
勢
の
方
々

が
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

九
州
ラ
ー
メ
ン
党
は
ラ
ー

メ
ン
炊
き
だ
し
と
い
う
災
害

支
援
の
ほ
か
に
、
障
害
者
施

設
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
30
年
に
渡
っ
て
、
雲

仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
、
阪
神

淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
の
際
に
も
炊

き
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
配
っ

た
ラ
ー
メ
ン
は
な
ん
と
10
万

杯
も
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
の
利
用
者
・
家
族･

職
員
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
ラ
ー
メ
ン
を
振
る
舞
い

た
い
と
の
お
話
を
受
け
、
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12
時
30
分
か
ら
、
３
５
０

食
ほ
ど
利
用
者
・
家
族
・
職

員
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

園
と
し
て
、
台
風
19
号
の

た
め
に
園
祭
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
「
食
の
祭
典
」

と
位
置
づ
け
し
て
、
会
場
の

体
育
館
・
プ
ラ
ザ
（
中
庭
）

に
は
無
料
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
お
汁

粉
、
ジ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
提
供

も
あ
り
、
美
味
し
い
も
の
を

沢
山
食
べ
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
九
州
ラ
ー

メ
ン
党
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。文

責

杉
山
昌
明
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津
久
井
や
ま
ゆ
り
園

み
ど
り
会
か
ら

障害のある人たちが病気になったとき、
ガをしたときに備えて

神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをした

とき、また、そのために入院したときなどに備え、「やまゆり知的障
害児者生活サポート協会」の運営に参加しています。加入資格、その

他の詳細は、下記までお問い合わせください。

やまゆり知的障害児者生活サポート協会
〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 神奈川県社会福祉会館内

TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感

染
力
と
重
篤
化
を
伴
う
も
の

で
す
。

す
で
に
障
害
者
支
援
施
設

に
お
い
て
大
規
模
感
染
が
発

生
し
て
お
り
、
神
奈
川
県
下

に
お
い
て
も
い
ず
れ
は
大
規

模
な
感
染
に
見
舞
わ
れ
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み

神
奈
川
施
保
連
で
は
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
」
に
関
す
る
要
望

書
を
４
月
27
付
で
神
奈
川
県

知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

万
一
、
感
染
者
が
出
た
場

合
そ
の
施
設
だ
け
の
力
で
は

対
処
で
き
な
い
こ
と
は
明
白

で
す
。
ま
た
、
近
隣
住
民
へ

の
影
響
に
も
留
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
県
・
市
町
村
そ

し
て
施
設
・
家
族
会
が
連
携

し
て
対
処
す
る
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

さ
ら
に
、
感
染
者
へ
の
対

応
や
感
染
防
止
対
策
等
が
長

期
化
し
た
場
合
、
施
設
に
お

け
る
支
援
基
盤
が
崩
壊
す
る

お
そ
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
有
事
の
際
に

は
、
支
援
員
職
員
の
派
遣
や

必
要
な
費
用
の
給
付
を
国
に

要
望
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
。
こ
の
よ
う

な
趣
旨
で
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
先
に
配
布
し
ま
し
た

「
要
望
書
」
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

つ
い
て
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
知
的
障
害
者

施
設
保
護
者
会
連
合
会

会
長

大
矢
武
久

神
奈
川
県
知
事
あ
て
に

要
望
書
を
提
出

（4）

編
集
後
記

緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
。
公
共

の
施
設
が
全
て
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
お
り
、
神
奈
川
施
保
連
も
す
べ
て

の
企
画
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

第1
0
3

号
は
一
日
も
早
い
収
束
を

願
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
特
集
し
ま
し

た
。会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

広
報
部
会
長

山
本

武


